
岡山の自然を守る会規約
＜第１章　総則＞
　　第１条（名称）
　　　この会は、岡山の自然を守る会と呼ぶ。
　　第２条（事務所）
　　　この会の事務所は、岡山市内に置く。
　　第３条（目的）
　　　この会は、岡山の自然を守り、あわせて自然環境の回復を目指す運動をすすめる。
　　第４条（活動）
　　　この会は、前条の目的を達成するため、必要な活動を行なう。
＜第２章　会員＞
　　第５条（会員）
　　　この会は、会の目的に賛同する者（団体・法人、家族、個人）で組織する。
　　第５条２項（賛助会員）
　　　この会の活動を賛助する者は、賛前会員になることができる。
　　第６条（入退会）
　　　この会の入退会は自由とする。入退会のさいは書面で会長に届け出る。
＜第３章　役員＞
　　第７条（役員）
　　　この会に次の役員を置く。
　　　会長－１名、副会長－１名、会計理事－１名、事務局長－１名、理事一若干名、
　　　監査委員－２名、顧問一若干名
　　第８条（役員の選出）
　　　会長、副会長、事務局長、会計理事、理事および監査委員は総会で選ぶ。
　　　顧問は、理事会の同意を得て、会長が委嘱する。
　　第９条（職務）
　　　会長は、この会を代表し、会務を統括する。
　　　副会長は会長を助け、会長に事故あるときは会長の職務を代行する。
　　　会長、副会長に事故あるときは、事務局長が今長の職務を代行することができる。
　　　会長、副会長、事務局長、会計理事および理事は理事会を構成し重要事項を審議する。
　　　事務局長は会務を処理する。
　　　事務局長は、必要に応じて、事務局次長および事務局員を委嘱することができる。
　　　会計理事は会計を処理する。
　　　監査委員は会計を監査する。
　　第10条（任期）
　　　役員の任期は１年とする。ただし再任は妨げない。
＜第４章　機関＞
　　第11条（機関）
　　  この会に総会、理事会および事務局を置く。
　　第12条（総会）
　　　総会は、この会の運営の基本的事項を決める。
　　　会長は、毎年１回定例総会、必要あるときは臨時総会を招集する。
　　　定例総会には次の事項を付議しなければならない。
　　　（１）活動計画および予算　（２）活動報告および決算　（３）その他必要事項
　　第13条（理事会）
　　　理事会は必要に応じて会長が招集し重要事項を審議する。
　　　理事会は会務の円滑な推進を図るために各種委員を委嘱することができる。
　　第14条（事務局）
　　　事務局は事務局長が運営し、会務を処理する。
＜第５章　会計＞
　　第15条（経費）
　　　この会の経費は、会費、賛助会費、寄付金、事業収入、助成金、その他で賄う。
　　　会費は年額で以下とし、年度初めに納入する。
　　　　団体一口　10000円、法人一口　10000円、個人一口　2500円、家族一口3500円、         大学生以下個人一口　2000円
　　　　賛助会費は年額で一口10000円とする。
　　第16条（会計年度）
　　　この会の会計年度は毎年４月１目に始まり、翌年３月31日に終る。
＜第６章　会員の顕彰＞
　　第17条（会員の顕彰）
　　　長年、会の活動に貢献した会員を顕彰することができる。
　　　顕彰対象者は会員の推薦により理事会で決定する。
＜築７章　　雑則＞
　　第18条（会則の変更）
　　　この会則は、総会の議決で変更できる。
第19条（施行）
この会則は、1976年４月18日から施行する。
（1978年５月28日、1981年６月７日、1982年７月18日、1984年７月１日、1985年７月21日、1987年５月10日、1988年５月15日、1990年５月20日、1991年５月26日、1992年５月24日、1994年５月29日、1995年５月21日、1996年５月26日、2002年５月12日、2003年５月18日　各一部改正）

